
越前町が日本遺産の町に認定

6月は「土砂災害防止月間」
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そうだ　六古窯　行ってこよう
～越前町が日本遺産の町に～



特  集
S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

越前町が日本遺産の町に認定！祝！
　4月28日、越前町を含む6市町（越前町、愛知県瀬戸市、愛知県常滑市、滋賀県甲賀市、兵庫県篠山市、岡山県備前市）
で構成された日本六古窯にまつわるストーリー  「きっと恋する六古窯 ―日本生まれ日本育ちのやきもの産地―」が
日本遺産として認定されました。

　
地
域
に
点
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
つ
な
ぎ
あ

わ
せ
、
日
本
の
文
化
や
伝
統
を
物
語
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
認
定
す
る
も
の
で
、
文
化
庁
が
平
成
27
年
度
に
創
設

し
た
制
度
で
す
。
日
本
遺
産
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
財

指
定
の
制
度
と
は
異
な
り
、
文
化
財
そ
の
も
の
が
認
定

の
対
象
で
は
な
く
、
地
域
の
文
化
財
と
伝
統
や
風
習
を

結
び
つ
け
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
し
、
地
域
の
観
光
を

は
じ
め
と
し
た
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ス
ト
ー

リ
ー
中
に
構
成
さ
れ
る
文
化
財
は
、
6
市
町
で
55
を
数
え
、
そ
の
う
ち

越
前
町
は
11
の
文
化
財
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

　
中
世
か
ら
今
も
連
綿
と
や
き
も
の
づ
く
り
が
続
く
六
古
窯
の

ま
ち
は
、
丘
陵
地
に
残
る
大
小
様
々
の
窯
跡
や
工
房
へ
続
く
細

い
坂
道
が
迷
路
の
よ
う
に
入
り
組
ん
で
い
ま
す
。
恋
し
い
人
を

探
す
よ
う
に
煙
突
の
煙
を
目
印
に
陶
片
や
窯
道
具
を
利
用
し
た

塀
沿
い
に
進
め
ば
、「
わ
び
・
さ
び
」
の
世
界
へ
と
自
然
と
誘
い

込
ま
れ
、
時
空
を
超
え
て
セ
ピ
ア
調
の
日
本
の
原
風
景
に
出
合

う
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
六
古
窯
の
ま
ち
を
訪
れ
た
人
々
は
、そ
ん
な
と
こ
ろ
に「
き
っ

と
恋
す
る
」
こ
と
で
し
ょ
う
。

日
本
遺
産

（Japan H
eritage

）と
は

「
き
っ
と
恋
す
る
六
古
窯 

― 

日
本
生
ま
れ
日
本
育
ち
の
や
き
も
の
産
地 
―
」

愛知県
瀬戸市

愛知県
常滑市

滋賀県
甲賀市

福井県
越前町

兵庫県
篠山市岡山県

備前市

六
古
窯
と
は

　
「
日
本
六
古
窯
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
を
代

表
す
る
古
陶
磁
研
究
家
で
あ
る
小こ

山や
ま

富ふ

士じ

夫お

氏
に

よ
り
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
初
期
ま
で
に
、
中
世
窯
と
し
て
確
認
さ
れ

て
い
た
も
の
は
、
瀬
戸
・
常
滑
・
信
楽
・
丹
波
・
備

前
の
五
産
地
で
、
そ
れ
以
外
に
中
世
窯
は
存
在
し

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
越
前
の
存
在
が

戦
後
（
昭
和
23
年
）
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た

た
め
、
先
の
五
産
地
に
加
え
た
も
の
が
六
古
窯
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
研
究
が
進
ん
で
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
六
古
窯
以
外
に
も
、
日
本
各
地
に
中
世
窯
の

存
在
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
こ
の
六
古

窯
よ
り
も
当
時
盛
ん
に
操
業
し
て
い
た
産
地
の
実

態
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
、
中
世
窯

＝
六
古
窯
と
い
う
構
図
は
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
全
国
各
地
の
中
世
窯
は
、
15
世
紀
末
に
な
る

と
瀬
戸
・
常
滑
・
信
楽
・
丹
波
・
備
前
・
越
前
に
集

約
さ
れ
て
い
き
、
現
在
ま
で
そ
の
生
産
が
続
け
ら

れ
て
き
た
の
が
こ
の
六
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
中
世
を
代
表
す
る
窯
で
、
こ
れ
ま

で
途
絶
え
る
こ
と
な
く
や
き
も
の
生
産
が
行
わ
れ

て
い
る
産
地
と
い
う
意
味
で
「
日
本
六
古
窯
」
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産
認
定
を
地
域
の
力
に
！

　

日
本
遺
産
の
認
定
は
、
越
前
焼
産
地
と
し
て
の
地
域
活
性
化
の
起
爆

剤
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
日
本
遺
産
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か

し
た
越
前
焼
の
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
と
、
地
域
住
民
、
民
間
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

越
前
瓦

陶と
う

芸げ
い

越え
ち

前ぜ
ん

大お
お

が
め
捻ね

じ
た
て

成せ
い

形け
い

技ぎ

法ほ
う 

県
無
形
文
化
財

平
安
時
代
よ
り
現
代
に
伝
わ
る
、
越
前
焼
大
甕
の
成

形
技
法
。

神し

明め

ヶが

谷た
に

須す

恵え

器き

窯か
ま

跡あ
と 

県
史
跡

越
前
焼
以
前
の
須
恵
器
生
産
の
実

態
を
示
す
遺
跡
。

劔
神
社
文も

ん

書じ
ょ

県
有
形
文
化
財

戦
国
時
代
、
平
等
村
の
農
民
が
越

前
焼
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
を
物

語
る
資
料
。

北き
た

釜か
ま

屋や

甕か
め

墓ば
か

町
史
跡

越
前
焼
生
産
に
従
事
し
て
い
た
職

人
の
墳
墓
。
甕
を
墓
標
と
す
る
な

ど
、
全
国
で
も
希
有
な
事
例
。

三さ
ん

筋き
ん

壺こ 

町
有
形
文
化
財

平
安
時
代
後
期
の
蔵
骨
器
。
越
前

窯
の
ル
ー
ツ
が
常
滑
窯
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
資
料
。

越
前
赤
瓦

日
本
三
大
瓦
の
ひ
と
つ
。
平
等
区

を
中
心
に
生
産
さ
れ
、
福
井
城
・

金
沢
城
な
ど
に
も
供
給
さ
れ
た
。

越え
つ

南な
ん

窯が
ま

燃
料
の
薪
不
足
に
悩
ん
だ
瀬
戸
の
本
業
窯
の
窯
元
が

苦
心
し
て
完
成
さ
せ
た
と
い
う
幻
の
登
り
窯
。

越
前
窯
跡
群 

町
史
跡

町
内
に
２
０
０
基
以
上
あ
る
、
中
世
・
近
世
の
越
前

焼
生
産
の
実
態
を
示
す
遺
跡
。

劔
神
社
本
殿

県
有
形
文
化
財

越
前
焼

問
合
せ
先　
商
工
観
光
課　
☎
３
４‒

８
７
２
０
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5
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
、
町
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
と

県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
第
10
回
福
井
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
西
日
本
を
中
心
に
男
子
16
チ
ー
ム
、
女
子
16
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
交
流
戦
を
含
め
て
約
４
０
０
試
合
が

行
わ
れ
、
男
子
の
部
で
朝
日
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部

　
　
優　
勝　
朝
日
中
学
校

　
　
準
優
勝　
蟹
谷
・
石
動
中
学
校

　
　
3　
位　
伊
吹
山
中
学
校

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
那
加
・
稲
羽
中
学
校

　
　
準
優
勝　
蘇
原
中
学
校

　
　
3　
位　
綾
南
・
協
和
中
学
校

第
10
回
福
井
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

優勝した朝日中学校男子のみなさん

優勝した越前オーシャンズのみなさん優勝した織田クラブのみなさん

　
5
月
7
日
、
小
矢
部
ホ
ッ
ケ
ー
場（
富
山
県
）で
、
第
17
回
小
矢
部
ホ
ッ
ケ
ー
カ
ッ
プ
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
朝
日
、常
磐
・
糸
生
、Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加

し
、
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部

　
　
準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
3　
位　
常
磐
・
糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
女
子
の
部

　
　
準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
3　
位　
糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
17
回
小
矢
部
ホ
ッ
ケ
ー
カ
ッ
プ

　

4
月
9
日
、
大
阪
府
東
和
薬
品
ラ
ク
タ
ブ

ド
ー
ム
で
、
柔
道
全
日
本
カ
デ
体
重
別
選
手
権

が
開
か
れ
、
小
樟
区
出
身
の
中
橋
大
貴
さ
ん

（
愛
知
県
大
成
高
2
年
）
が
男
子
73
㎏
級
で
優

勝
し
、
女
子
44
㎏
級
で
は
六
呂
師
区
出
身
の
河

端
悠
さ
ん
（
愛
知
県
大
成
高
1
年
）
が
準
優
勝

し
ま
し
た
。

柔
道
全
日
本
カ
デ
体
重
別
選
手
権

　
こ
の
選
手
権
は
、
全
日
本
連
盟
が
主
催
す
る

15
歳
か
ら
17
歳
の
大
会
で
、
2
人
は
8
月
に
チ

リ
で
行
わ
れ
る
世
界
カ
デ
選
手
権
へ
の
出
場
も

決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
月
20
日
、
21
日
に
開
か
れ
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
カ
デ
国
際
大
会
で
、
中
橋
さ
ん
、
河
端

さ
ん
と
も
に
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
世
界
選
手

権
で
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
※
カ
デ
…
弟
子
、
見
習
い

▲優勝した中橋さん

▲準優勝した河端さん優勝した林さん（左）と3位入賞した濵本さん（右）

　
5
月
9
日
、
宮
崎
小
学
校

で
、
道
路
横
断
な
ど
に
関
す

る
交
通
安
全
教
室
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
1
年
生
の
児
童
46
人
が
宮

崎
駐
在
所
員
や
交
通
指
導
員

の
み
な
さ
ん
か
ら
横
断
歩
道

で
の
ル
ー
ル
や
信
号
の
見
方

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
参

加
し
た
児
童
た
ち
は
、
今
回

の
交
通
安
全
教
室
を
と
お
し

て
、
交
通
安
全
の
意
識
や
交

通
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
　
～
宮
崎
小
学
校
～

▲女子の部で入賞したみなさん

▲男子の部で入賞したみなさん

　
5
月
3
日
、
町
営
野
球
場
で
、
高
円
宮
賜
杯

第
37
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
丹
生
郡
大
会
が

開
か
れ
、
町
内
の
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

4
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
わ
れ
、
熱
戦
の

末
、
越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
は
、
6
月
4

日
か
ら
開
か
れ
る
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
準
優
勝　
織
田
Ｊ
Ｂ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
3　
位　
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

※
3
位
決
定
戦
は
無
い
た
め
2
チ
ー
ム
が
同
率
3
位
に
な

り
ま
す
。

　
5
月
7
日
、
県
立
武
道
館
で
、
第
14
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔

道
大
会
福
井
県
予
選
会
が
開
か
れ
、
初
戦
か
ら
激
し
い
試
合
を
戦

い
抜
い
た
、
實
心
館
仲
保
道
場
所
属
の
林
夏
生
さ
ん
（
織
田
小
5

年
）
と
濵
本
さ
く
ら
さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
5
年
）
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
林
さ
ん
は
、
8
月
20
日
に
北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン

タ
ー
（
北
海
道
）
で
開
か
れ
る
第
14
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

大
会
結
果

　
5
年
生
男
子
45
㎏
超
級

　
　
優　
勝　
林　
夏
生
（
織
田
小
5
年
）

　
5
年
生
女
子
40
㎏
以
下
級

　
　
3　
位　
濵
本
さ
く
ら
（
四
ヶ
浦
小
5
年
）

高
円
宮
賜
杯
第
37
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
丹
生
郡
大
会

第
14
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
福
井
県
予
選
会

　
5
月
14
日
、町
営
朝
日
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、

第
13
回
越
前
町
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
内
9
チ
ー
ム
55
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

試
合
結
果

　
優　
勝　
織
田
ク
ラ
ブ

　
準
優
勝　
ザ･

キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ

　
3　
位　
上
糸
生

第
13
回
越
前
町
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
5
月
9
日
、
織
田
小
学
校
で
、
バ
ス
乗
り
物

安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
越
前
町
バ
ス
事
業
者
連
絡
協

議
会
の
み
な
さ
ん
が
子
ど
も
に
交
通
安
全
の
大

切
さ
を
指
導
す
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
て
、

今
年
で
3
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
織
田
小
学
校
の
1
、
2
年
生
約
50

人
を
対
象
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し

て
、
路
線
バ
ス
の
乗
降
の
仕
方
や
バ
ス
内
で
の

マ
ナ
ー
を
教
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
の
運

転
席
に
座
っ
て
死
角
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を

実
際
に
体
験
し
、
危
険
性
を
学
び
ま
し
た
。
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業
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協
議
会
～

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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　平成28年度のふるさと納税制度による寄附金は、次のとおりでした。

　町では、ふるさと納税制度による寄附の促進と、地元特産品の販売促進、観光 PR などの地域振興に繋げるため、
寄附者への返礼品として贈呈する商品の提供にご協力いただける事業者を募集しています。

協力事業者の要件
①各種法律、条例、規則などに沿った生産、製造を行っていること
②町税などの滞納がないこと
③本社（本店）、支社（支店）、事業所、工場が町内にある企業または個人事業所であること
④代表者などが「暴力団による不当な行為の防止等に関する法律」に掲げる暴力団の構成員などでないこと
⑤インターネット環境が有り、電子メールで確実に連絡が取れること

募集する商品（返礼品）
・町の魅力が体感できる商品や町のＰＲにつながる要素を持った商品であること
・町内で生産、製造、加工されているもの、または、町内の原材料を使用していること
・品質・数量の面で安定供給が見込め、飲食物の場合は、出荷後5日程度の賞味期限が保障されること

問合せ先　地域創生室　☎34‒8714

　ふるさと納税ポータルサイト「さとふる」との連携により、前年度の寄附金額を大きく上回りました。（平成27年度は、40件、13,145千円で
した。）ふるさと越前町を想うみなさんからの温かいご寄附に心から感謝いたします。なお、平成28年度は、教育の充実のため、町内小学校の
備品の購入などに360万円を活用させていただきました。

越前町ふるさと再生寄附金

寄附金の使途 寄附件数 寄附金額

①快適で安全に住み続けられるまちづくり
（道路、上下水道、空き家対策、公共交通、防災、防犯、交通安全）

103件 3,150千円

②誰もが健康で暮らしやすさを実感できるまちづくり
（保健、医療、福祉、結婚、子育て、移住定住）

289件 8,680千円

③人が輝き豊かな心が満ちあふれるまちづくり
 （地域コミュニティ、男女共同参画、学校教育、社会教育、
  スポーツ振興、国際交流）

118件 2,950千円

④人と仕事の活力みなぎるまちづくり
（農林水産業、商工業、伝統産業、雇用対策）

116件 3,930千円

⑤ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり
（観光、環境保全、文化財保護）

93件 2,950千円

⑥使途の指定なし 1,634件 57,082千円

合　　　　　　　　　　計 2,353件 78,742千円

ふるさと納税返礼品　事業者募集

▲デジタル教科書 ▲顕微鏡▲ホッケーキーパー防具

平成28年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況などをお知らせします

一般会計の収支の状況

特別会計、事業会計の収支の状況 財産の現在高

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 125億8,000万円 13億8,537万5千円 139億6,537万5千円

特別会計 66億1,376万8千円 2億4,685万9千円 68億6,062万7千円

事業会計 8億7,832万6千円 1,059万8千円 8億8,892万4千円

合　　計 200億7,209万4千円 16億4,283万2千円 217億1,492万6千円

科　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,299,091 2,450,398 106.6%
地 方 譲 与 税 等 513,000 530,727 103.5%
地 方 交 付 税 5,641,562 5,772,811 102.3%
交通安全対策特別交付金 1,800 1,802 100.1%
分 担 金 及 び 負 担 金 288,717 274,939 95.2%
使 用 料 及 び 手 数 料 82,463 81,880 99.3%
国 庫 支 出 金 968,110 807,858 83.4%
県 支 出 金 1,154,526 609,845 52.8%
財 産 収 入 112,909 82,503 73.1%
寄 附 金 79,078 78,742 99.6%
繰 入 金 491,898 473,321 96.2%
繰 越 金 844,946 844,947 100.0%
諸 収 入 181,875 122,910 67.6%
町 債 1,305,400 0 0.0%

歳  入  合  計 13,965,375 12,132,683 86.9%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,615,995 2,277,045 87.0% 2,412,832 92.2%
介 護 保 険 事 業 2,376,081 1,944,698 81.8% 2,104,589 88.6%
後期高齢者医療事業 229,328 232,493 101.4% 211,127 92.1%
簡 易 水 道 事 業 440,820 285,579 64.8% 391,105 88.7%
公 共 下 水 道 事 業 668,356 238,221 35.6% 613,711 91.8%
集 落 排 水 事 業 362,246 130,339 36.0% 340,778 94.1%
温 泉 事 業 16,295 18,855 115.7% 11,187 68.7%
農林漁業体験実習館事業 30,770 14,924 48.5% 24,588 79.9%
土 地 区 画 整 理 事 業 120,736 105,315 87.2% 90,610 75.0%

合　　　　　計 6,860,627 5,247,469 76.5% 6,200,527 90.4%

種　　　別 現在高

公  

有  

財  

産

土 地 2,759,200㎡
建 物 205,442㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,364千円

基
金

一 般 会 計 6,785,552千円
特 別 会 計 149,318千円

町債の現在高
区　　　分 現在高

一 般 会 計 8,968,528千円
特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 2,153,888千円
公共下水道事業 2,685,520千円
集 落 排 水 事 業 1,191,400千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 1,999,707千円
国民健康保険病院事業 710,186千円

合　　　　　計 17,709,229千円

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D ／ C

上水道事業
収益的収支 262,360 242,851 92.6% 262,360 249,149 95.0%
資本的収支 26,402 29,222 110.7% 171,486 157,727 92.0%
合　　計 288,762 272,073 94.2% 433,846 406,876 93.8%

国民健康保
険病院事業

収益的収支 326,468 326,545 100.0% 326,468 207,103 63.4%
資本的収支 43,604 42,004 96.3% 128,610 127,032 98.8%
合　　計 370,072 368,549 99.6% 455,078 334,135 73.4%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで補てんしました。

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 100,081 98,071 98.0%
総 務 費 1,514,206 1,368,452 90.4%
民 生 費 3,555,080 2,833,738 79.7%
衛 生 費 1,087,854 866,543 79.7%
労 働 費 46,842 46,025 98.3%
農 林 水 産 業 費 1,103,803 781,806 70.8%
商 工 費 889,326 827,535 93.1%
土 木 費 1,318,332 601,625 45.6%
消 防 費 592,169 466,587 78.8%
教 育 費 1,777,852 1,214,988 68.3%
公 債 費 1,416,199 1,413,792 99.8%
諸 支 出 金 553,631 553,292 99.9%
予 備 費 10,000 0 0.0%

歳  出  合  計 13,965,375 11,072,454 79.3%

■歳入 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況 （単位：千円）

■事業会計の収支の状況 （単位：千円）

■歳出 （単位：千円）

　平成28年度の「一般会計、特別会計、
事業会計の予算規模、収支の状況」と「財
産、町債の現在高」をお知らせします。
　収支の状況は3月31日現在の状況であ
り、出納整理期間（4月1日から5月31日
まで）の収支は含まれていませんので、
決算状況とは異なります。

問合せ先　企画財政課　☎34‒8702
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「公助」とは
役場、消防、警察、自衛隊
などの活動のこと

「自助」とは
「自分の身は自分で守る」こと
　各家庭で災害に対して準備をし
ておきましょう

たとえば
・家具の転倒防止
・非常用持ち出し品の準備　など

  自主防災組織をつくりましょう
　阪神・淡路大震災では、生き埋めや建物などに閉じ込められた人々のうち、消防などの公的機関（公助）による
救出はわずか２％で、多くは自力（自助）または家族や隣人など地域住民（共助）によって救助されています。地域
住民が連携・協力し、救助や消火にあたることが被害を最小限に抑えることにつながります。
　災害が発生した時、自分の命、地域住民の命・財産を守れるのは、自分自身とそこに住む地域住民です。自分と
自分のまちを守るために自主防災組織を結成し、「災害に強いまち」をつくりましょう。

  自主防災組織の役割
　地域内で防災活動を行う自主防災組織には、次のような役割があります。
　いざというときのために、平常時から地域で連携・協力をしながら防災活動に取り組むことが大切です。   防災・減災の要となる「共助」

　災害が起きたときに必要な助けや支援には、自分の身は自分で守る「自助」、役場や消防・警察等が行う「公助」、
そして、自分たちの住んでいる地域は自分たちで守る「共助」の3つがあります。その中でも地域住民が協力して自
分たちの命を守る「共助」は、防災の要といえます。
　災害時には、隣近所の人たちと協力して被害にあった人の救助・
救援活動をしなければなりません。そのために自主防災組織の役
割が大切になります。

地域を守る・地域で守る自主防災組織

　自主防災組織とは、地域住民が連携・協力して災害から「自分たちの命・地域は自分たちで守る」
ために活動することを目的に結成する組織のことをいいます。
　日頃から災害に備え、防災意識の啓発や訓練など様々な活動を行い、災害が発生したときに地域
住民が連携・協力して地域の被害を最小限に抑えることが自主防災組織の役割です。

自主防災組織とは

問合せ先　防災安全課　☎34‒8721

平常時の活動
項　　　目 具　体　的　な　活　動　内　容

防 災 知 識 の 普 及 啓 発 勉強会、講習会の開催など

地 域 の 安 全 確 認 地域内の危険個所の把握、防災マップの作成など

防 災 訓 練 の 実 施 初期消火訓練、情報伝達訓練、避難訓練など

防災資機材の点検整備 防災資機材（ヘルメット、担架、リヤカー、バケツなど）の管理

災害時の活動
項　　　目 具　体　的　な　活　動　内　容

情 報 の 収 集 伝 達 地域内の被害情報などの収集や防災機関への伝達、役場や消防などからの
情報の周知

初　 期　 消　 火 消火器やバケツリレーなどによる初期消火活動

避　 難　 誘　 導 住民の安否確認、避難誘導など

救　 出　 救　 護 簡単な工具・防災資機材を使用した救出、負傷者の救護など

給　 食　 給　 水 食料・飲料水の調達、炊き出しなど

　防災の基本は、「自分の身は自分で守る」ということです。自分、地域、
行政が役割を分担し、それぞれが助け合い・協力しながら防災対策を進めて
いくことが大切です。

共助

自助 公助

「共助」とは
「自分たちの住んでいる地域は自
分たちで守る」こと
　災害時に頼りになるのは、地域住民
です。地域で自主防災組織を結成して、
住民同士で災害に備えましょう。

たとえば
・ガレキの中からの救助
・消火器などによる初期消火　　など

  自主防災組織補助金
　自主防災組織の活動促進を図るため、自主防災組織が活動上必要な防災資機材などの購入に対して町は補助金
を交付しています。

   対　象　　自主防災組織　　　　　補助金の額　　事業（購入）費の１０分の９（４５万円を上限）
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越前町特定空き家等認定審議会

自治組織（区） 関係団体など

苦情･問合せ
連　携

連　携

働きかけ

連　携
連　携 連　携

相　　談 働きかけ

対応結果
の報告

指導など

問 合 せ

越前町
関係各課定住促進課

空き家の相談窓口

越前町空き家等対策計画を策定しました
　町には、現在700件を超える空き家があり、今後、人口減少や高齢化、核家族化が進
展する中で、空き家数が急激に増加することが予想されます。また、地区によって、空き
家の発生状況や発生予測などが異なることから、各地区の実情に応じて対策を進めていく
必要があります。
　このような状況を踏まえ、町では行政、地域、各関係団体などが連携しながら、安心・
安全で活力ある地域社会づくりを目指し、条例とも連動させながら総合的かつ計画的に空
き家等の対策を推進するため、「越前町空き家等対策計画」を策定しました。

1背景・目的
町の空き家等対策を総合的かつ計画的に推進する
ための目標や基本的な方針、推進する対策、実施
体制などを示します。

2計画の位置付け
｢空家等対策の推進に関する特別措置法｣ 第6条、
｢越前町地域ぐるみによる空き家等対策の推進に
関する条例｣ 第23条に基づく空き家等対策計画

3計画期間
平成29年度～ 38年度までの10年間

1対象地区・空き家対策の対象

対象地区 空き家対策の対象
全　　域 法律で規定する空き家等

2目標と基本方針

計画策定の趣旨目標と基本方針

対策の実施体制

推進する対策と重点アクションプラン 13

4

5

▶持ち家で暮らす高齢単身世帯が増加傾向にあり、
今後空き家化することが想定されます。

▶再利用可能な空き家の割合は高いが、その多くが
流通していません。

▶空き家化には、所有者の高齢化、相続問題、流通･
活用のノウハウ不足など、様々な要因が複合的に
関係しています。

▷	総住宅数に
	 占める
	 空き家数

▷	空き家の
	 老朽度合

（平成26年越前町空き家実態調査より）

A 判定 : そのまま使用可
B 判定 : 若干修繕要

C 判定 : かなり修繕要
D 判定 : 腐朽して危険

◦ 各種団体や専門家などと連携した相談会などの開催
◦ 予防に関するパンフレットの作成、自治組織（区）や関係団体

などを通じた情報発信
◦ 総合的なコンサルティング体制の整備

◦ 空き家情報バンクのPR ･ 登録促進、利活用に向けた情報発信
◦ 空き家の流通促進に向けた国や県などの各種制度 ･ 事業の活用
◦ 移住 ･ 定住に向けた補助制度の運用 ･ 充実、各種専門家や民間

事業者などと連携した空き家所有者と利用希望者のマッチング
の仕組みづくり ･ 実践

◦ 移住 ･ 二地域居住体験施設「M
モ ハ ー ジ ュ

ohage」（越前地区）、｢
ラ フ ー ラ

laugh-la」
（宮崎地区）の積極的なPR ･ 活用促進

◦ 特定空き家等の認定、適切な助言 ･ 指導、勧告などの実践、状態
に応じた緊急安全措置の実施

◦ 国や県 ･ 県内市町 ･ 関係団体 ･ 関係各課との連携体制の整備
◦ ｢越前町安心で潤いのあるまちづくり事業｣ の制度充実
◦ 所有者に対する空き家除却費補助制度の創設の検討

地域総ぐるみの対策による
安心・安全で活力ある地域社会づくり

目　　　　　標

地域総ぐるみによる「予防」、
「実態・所有者意向の把握」に
向けた取組
・ 総合的なコンサルティング体制

の整備、関連する取組への展開

利活用の取組
・ 移住 ･ 定住、地域活性化などに繋

がる取組の推進 ･ 支援制度の創設
・ 空き家情報バンクの登録促進･運営

対策1　予防

対策3　利活用

対策5　管理不全空き家対策

◦ 自治組織（区）などと連携した新たな空き家の確認や関係団体との情報共有 ･ 体制の整備
◦ 新たに空き家となった空き家所有者などに対する意向確認、データベース化など

◦ 適正管理に関するパンフレットの作成、自治組織（区）や関係団体などを通じた情報発信
◦ 著しい管理不全状態に陥る前に利活用に繋がる支援制度の整備

対策2　実態・所有者意向の把握

対策4　適正管理

管理不全空き家対策の取組
・ ｢越前町安全で潤いあるまちづくり

事業｣ の制度拡充
・ 管理不全空き家の除却、跡地利用

促進制度の創設など

≪対策1≫	空き家化の「予防」
空き家所有者や町民に向けた啓発活動。
関係団体などと連携した多岐にわたる相
談に対応できる体制づくり

≪対策5≫
「管理不全」空き家の対策の推進・解消
法律、条例に基づき、特定空き家等に対
する助言 ･ 指導、勧告、命令など、周辺
環境に悪影響を及ぼさないよう着実な管
理不全対策に取り組む

空
き
家
化

早
期
の
管
理
不
全

除
却
及
び
跡
地
活
用

空
き
家
の
長
期
化

老
　
朽
　
化
（
段
階
に
応
じ
た
効
果
的
な
対
策
）

≪対策2≫	「実態・所有者意向の把握」
関係団体などと連携した定期的な空き家実
態調査や所有者などへの意向調査の実施

≪対策3≫
空き家の｢利活用｣
の推進
所有者に対するサ
ポート ･ 支援制度
の充実

≪対策4≫
空き家の｢適正管理｣
の推進
所有者などの責務の
明確化・情報発信。
利活用に繋がる支援
制度の整備

基　本　方　針

重点アクションプラン

住宅等
6,560 棟
（89.92％）

空き家
661棟

（10.08％）

Ａ判定
327棟

（49.5％）B判定
156棟

（23.6％）

C判定
88棟

（13.3％）

D判定
60棟（9.1％）

未判定
30棟（4.5％）

モハージュ

安心で潤いのあるまちづくり事業事例

町
民
な
ど

空
き
家
の
所
有
者
な
ど

越前町特定空き家等認定審議会

自治組織（区） 関係団体など

苦情･問合せ
連　携

連　携

働きかけ

連　携
連　携 連　携

相　　談 働きかけ

対応結果
の報告

指導など

問 合 せ

越前町
関係各課定住促進課

空き家の相談窓口

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

広報 えちぜん 10平成29年６月号広報 えちぜん11 平成29年６月号

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん

町の現状と課題2

居
住
中

空き家相談会の様子

http://www.town.echizen.fukui.jp/chousei/11/06/p000000.html


　夏の始まりを告げる越前夏まつりの時期が近づいてきました。今年も
越前夏まつりＴシャツを販売します。
　ご希望の人は、次の販売店でお求めいただくか、商工観光課、宮崎・
越前・織田コミュニティセンターの窓口に備え付けの申込書を提出して
ください。ただし、窓口に申込書を提出いただいた場合、Ｔシャツの受
け渡しは1週間ほど後になります。

　 色　　　メトロブルー　※深みのある青色（文字色：レモンイエロー）
　　　　　バーガンディ　※深みのある赤色（文字色：ライトピンク）

サ イ ズ　100・110・120・130（※1）・140・150・
　　　　　S・M・L・LL（※1）・3L・4L（※2）

　　　　　※1：130、LL サイズは、バーガンディのみの販売となります。
　　　　　※2：メトロブルーの4L サイズのみ、入荷が7月1日頃になります。

価　　格　1,500円（税込）

販 売 店　ふくや呉服店（城ヶ谷）　☎37‒0137
　　　　　福岡呉服店（厨）　　　　☎37‒1017

申込締切　7月7日（金）

問合せ先　越前夏まつり実行委員会事務局　☎37‒1501

越前夏まつり2017　Ｔシャツを販売します

▲ Tシャツ（裏）

▲ Tシャツ（表）

　
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
自

分
が
支
給
対
象
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

相
談
・
請
求
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

27
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」な
ど
を
受
け
る
人（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
な
ど
）が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
り
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

⑴
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
人

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
戦
没
者
等
の

 

ア
父
母　
イ
孫　
ウ
祖
父
母　
エ
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

⑷
⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の

親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き
続
き
1
年
以

上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り

ま
す
。

支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

持
参
す
る
物

印
鑑
（
認
印
以
外
）、
個
人
番
号
が
わ
か
る

も
の
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許

証
、健
康
保
険
証
、介
護
保
険
証
な
ど
）

相
談
・
請
求
窓
口

　
福
祉
課
、
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

問
合
せ
先

　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ

～
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
～

　
町
で
は
、「
結
婚
」を
支
援
し
、
若
者
の
定
住

促
進
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
2
つ
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
祝
品
支
給
事
業

　
結
婚
し
て
町
に
3
年
以
上
定
住
す
る
意
思
の

あ
る
夫
婦
に
、
祝
品
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
夫
婦

①
婚
姻
日
か
ら
90
日
以
内
に
町
内
に
住
所
を

有
す
る
こ
と

②
過
去
に
夫
婦
と
も
に
こ
の
事
業
に
よ
る
商

品
券
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

祝　
　
品

　
夫
婦
1
組
に
つ
き
町
商
工
会
商
品
券
2
万
円

結
婚
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

縁
結
び
奨
励
金
交
付
事
業

　

結
婚
と
定
住
に
至
る
お
世
話
を
し
た
人
に
、

縁
結
び
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①
本
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
・
理
解
し
、
事
前

に
縁
結
び
お
世
話
人
と
し
て
登
録
し
た
人

②
町
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
町
内
事
業

所
に
勤
務
す
る
人

③
結
婚
し
た
男
女
の
三
親
等
以
内
の
親
族
で

な
い
人

④
自
ら
が
出
会
い
の
労
を
介
し
た
こ
と
に
よ

り
結
婚
を
成
立
さ
せ
た
人

⑤
結
婚
し
た
男
女
が
3
年
以
上
、
町
に
定
住

の
意
思
が
あ
る
こ
と

⑥
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑦
営
利
を
目
的
と
し
た
結
婚
斡
旋
業
者
で
な

い
人

奨
励
金
の
額

　
結
婚
成
立
1
組
に
つ
き
20
万
円

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５　

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
6
月

中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
出
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
要
件
に
該
当
す
る
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、6
月
上
旬
に
福
祉
課

か
ら
通
知
し
ま
す
の
で
、内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

児
童
手
当
現
況
届
を
ご
提
出
く
だ
さ
い

き
、
必
ず
期
間
内
に
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限　
6
月
30
日
㈮

提
出
先　
福
祉
課
、
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
6
月
分
以
降

の
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

福井県警察シンボルマスコット
リュウピー君

　
自
分
は
大
丈
夫
、
だ
ま
さ
れ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
特
殊
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
て
い
る

事
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
被
害
に
遭
う
人
が
絶
え

ま
せ
ん
。

詐
欺
の
手
口

◦
オ
レ
オ
レ
詐
欺

「
会
社
の
お
金
を
使
い
込
ん
だ
」

「
友
達
の
連
帯
保
証
人
に
な
っ
た
」

◦
架
空
請
求
詐
欺

「
有
料
動
画
の
閲
覧
履
歴
が
あ
り
ま
す
」

「
入
会
金
が
未
納
で
す
」

◦
還
付
金
等
詐
欺

「
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
給
付
金
の
受
取
を
し
て
く
だ
さ
い
」

◦
融
資
保
証
金
詐
欺

「
保
証
人
無
し
で
高
額
融
資
が
で
き
ま
す
」

　
な
ど
、こ
れ
ら
は
詐
欺
の
決
ま
り
文
句
で
す
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

詐
欺
撃
退
の
「
あ
い
う
え
お
」

　
あ　
あ
わ
て
な
い

　
い　
一
度
電
話
を
切
る

　
う　
疑
っ
て
み
る

　
え　
遠
慮
せ
ず
に
相
談
す
る

　
お　
お
金
を
送
ら
な
い
！　
手
渡
さ
な
い
！

　
　
　
振
り
込
ま
な
い
！

問
合
せ
先　
鯖
江
警
察
署　
☎
５
２‒

０
１
１
０

広報 えちぜん 12平成29年６月号広報 えちぜん13 平成29年６月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ

　
労
働
保
険
の
平
成
28
年
度
分
の
確
定
保
険
料

と
平
成
29
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納

付
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
5
月
中
に
郵
送
さ

れ
る
「
年
度
更
新
申
告
書
」
を
作
成
し
、
7
月

10
日
㈪
ま
で
に
申
告・納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
場
所

　
福
井
労
働
局

　
労
働
基
準
監
督
署

　
社
会
保
険
・
労
働
保
険
徴
収
事
務
セ
ン
タ
ー

　
　
（
年
金
事
務
所
内
）

　
金
融
機
関
窓
口

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
お
早
め
に

　
ま
た
、
次
の
日
程
で
集
合
受
付
会
場
（
丹
南

地
区
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
・
会
場

　
6
月
21
日
㈬　
鯖
江
市
嚮
陽
会
館（
鯖
江
市
桜
町
）

　
6
月
22
日
㈭　
越
前
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
越
前
市
高
瀬
）

　
7
月
5
日
㈬　
越
前
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
越
前
市
高
瀬
）

　
7
月
6
日
㈭　
鯖
江
市
嚮
陽
会
館
（
鯖
江
市
桜
町
）

　
時
間
は
、
全
て
午
前
10
時
～
午
後
4
時
。

問
合
せ
先

　
福
井
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

０
１
１
２

http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/07/04/p003326.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/10/01/02/p002674.html


男女共同参画・人権のとびら

　えちぜん男女共同参画まちづくり推進員が新たに委嘱され、会長と副会長が選ばれま
した。推進員の任期は2年間で、地域での啓発事業「気づき事業」を中心に取り組みます。
　地域での活動の時には、ご協力をよろしくお願いいたします。

◎：会長、○：副会長

議会代表 ○吉村　春男 区長会代表 　國兼　　実

企業代表 　佐々木麗子 　上坂　記子 　熊野　丞司 ○清水佳名代

朝日地区 　孝久　和恵 　宮川　敏一 　山田　和美 　佐々木直人   　戸田　チヅ

宮崎地区 　木原　俊一 　芝　　洋裕 　山本　　泉 　井上　純子 　山本　勝二

越前地区 　桝谷　桝一 　山口美仁恵 　島田　美和 　浜野　秀子 　荒矢　典枝

織田地区 　福岡誠一郎 　小辻　直代 ◎宇野與市郎 　伊部すみえ 　牧野　幹雄

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

第7期男女共同参画まちづくり推進員の活動がスタート！

Vol.12

　
法
務
局
で
は
、
相
続
手
続
を
簡
素
化
す
る
た

め
に
5
月
29
日
か
ら
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
相
続
人
が
戸
籍
謄
本
な
ど
を

添
付
し
て
申
出
を
す
る
と
、
法
務
局
の
登
記
官
が

内
容
を
確
認
の
う
え
、
法
定
相
続
人
に
認
証
文

付
き
の
証
明
書
を
無
料
で
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
放
送
大
学
で
は
、
第
2
学
期
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代

で
約
9
万
人
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
の
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
や
福
祉
、
文
学
な
ど
約
３
０
０
の

授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
、
半
年
か
ら
在
学

で
き
ま
す
。

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

放
送
大
学　
10
月
生
募
集

　

こ
の
証
明
書
は
、
相
続
登
記
は
も
ち
ろ
ん
、

預
貯
金
の
払
い
戻
し
な
ど
相
続
に
関
す
る
手
続

全
般
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先

　
福
井
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
☎
０
７
７
６‒
２
２‒

４
９
８
８

　

資
料
は
、
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

　
6
月
15
日
～
9
月
20
日

問
合
せ
先

　
放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

６
３
６
１

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　
越
前
町
社
会
教
育
委
員
は
、
学
校
教
育
関
係

者
や
社
会
教
育
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、
家
庭

教
育
の
向
上
を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
で
、
地
域
で
社
会
教
育
に
優
れ
た
知
見
を
も

つ
人
を
教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
委
員
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意

見
や
要
望
を
教
育
委
員
会
に
助
言
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

議　
　
長　
澤　
　
善
英

副
議
長　
佐
々
木
勝
行　

新
し
い
社
会
教
育
委
員
を
紹
介
し
ま
す

委　
　
員　
時
田　
静
香　
　
松
村　
　
充

　
　
　
　
　
前
田　
留
里　
　
間
所　
英
樹

　
　
　
　
　
司
辻　
健
司　
　
澤　
　
善
英

　
　
　
　
　
山
本　
尚
美　
　
嶋　
　
秀
美

　
　
　
　
　
北
野
千
栄
子　
　
佐
々
木
勝
行

　
　
　
　
　
　
（
任
期　
4
月
1
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
31
年
3
月
31
日
）

　
　
　
　
　
橋
谷　
和
憲
（
越
前
中
）

　
　
　
　
　
太
田　
秀
一
（
糸
生
小
）

　
　
　
　
　
　
（
任
期　
4
月
1
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
30
年
3
月
31
日
）

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

　
今
年
も
越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会
を
開
き

ま
す
。
夏
休
み
の
ス
タ
ー
ト
に
「
書
く
」
こ
と

の
楽
し
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
小
中
学
生
の

み
な
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　
　
時

　
7
月
22
日
㈯

　
午
前
9
時
～
10
時（
受
付
は
午
前
8
時
15
分
～
）

場　
　
所

　
陽
光
館
、
朝
日
体
育
館
（
席
上
揮
ご
う
）

申
込
方
法

　
小
学
生　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出

　
中
学
生　
清
書
し
た
用
紙
に
申
込
用
紙
兼
出

品
票
を
貼
り
付
け
て
提
出

第
12
回
越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会　
参
加
者
募
集

　
最
近
全
国
的
に
、
文
化
財
に
落
書
き
が
さ
れ

た
、
不
審
な
液
体
が
ま
か
れ
た
、
な
ど
の
被
害

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
町
内
で
は
事
件
の
報
告
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
文
化
財
の
防
犯
対
策
に
は
、
所
有
者
・

管
理
者
の
み
な
さ
ん
、
文
化
財
を
有
す
る
地
区
の

み
な
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
町
の
宝
で
あ

る
文
化
財
を
守
る
た
め
、
所
在
確
認
、
点
検
な
ど

に
ご
注
意
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

雨
田
光
平
記
念
館
で
は
展
示
替
作
業
の
た

め
、
次
の
期
間
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　
　
間　
6
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮

　
今
年
も
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
各
地
で
行
わ
れ

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
祭
に
は
、
町
代
表
選
手
が
出

場
し
、
実
力
を
競
う
「
市
町
対
抗
の
部
」
だ
け

で
な
く
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
し
、
楽
し
く
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
交
流
大
会

の
部
」
も
あ
り
ま
す
。

　

開
催
さ
れ
る
競
技
種
目
や
参
加
申
込
な
ど
、

詳
し
く
は
、（
公
財
）
福
井
県
体
育
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.fukui-taikyo.
or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
化
財
の
防
犯
対
策
強
化
の
お
願
い

雨
田
光
平
記
念
館　
展
示
替
休
館
の
お
知
ら
せ

'17
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭　
参
加
者
募
集

　
文
化
財
に
異
常
を
発
見
し
た
、
不
審
な
人
物

や
車
両
を
見
か
け
た
際
は
、
教
育
委
員
会
、
警

察
署
ま
た
は
文
化
庁
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒
２
２
８
８

　
鯖
江
警
察
署　
　
　
☎
５
２‒
０
１
１
０

　
文
化
庁
文
化
財
部

　
　
☎
０
３‒

５
２
５
３‒

４
１
１
１

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

臨
時
休
館
中
問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

問
合
せ
先

　
越
前
町
体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

　
☎
３
４‒

８
７
３
０

提
出
先

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
宮
崎・越
前・

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

提
出
期
限

　
7
月
10
日
㈪　

※
課
題
な
ど
の
詳
細
は
、
各
学
校
を
通
じ
て

配
布
予
定
の
チ
ラ
シ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

　
い
じ
め
や
体
罰
、
虐
待
、
悩
み
ご
と
、
心
配

ご
と
な
ど
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間　
6
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

　
　
　
　
　
7
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

相
談
窓
口　
☎
０
１
２
０‒

０
０
７‒

１
１
０

　
　
　
　
　
（
通
話
無
料
）

問
合
せ
先　
福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

４
２
１
０

6
月
26
日
か
ら
7
月
2
日
は
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
で
す

人権イメージキャラクター
人KENまもる君　　人KENあゆみちゃん

広報 えちぜん 14平成29年６月号広報 えちぜん15 平成29年６月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ

http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/08/02/p003350.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/08/05/p002340.html


越前町営朝日総合運動場（町立ホッケー場）
福井県立ホッケー場
平成30年10月4日㈭～ 10月8日㈪

▲留学生との思い出や困ったこと、よかったこと
　などを紹介しました

▲個人別・グループ別のテーマで発表をしました

広報 えちぜん 16平成29年６月号広報 えちぜん17 平成29年６月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ

A word from the international arena...

Vol.125
国際交流室から一言

国際交流体験の発表会を開きました

アメリカから訪問団が来町します  ～ホストファミリーを募集します～

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　5月20日、越前町生涯学習センターで越前町国際交流協会の
総会にあわせ、国際交流事業の体験発表会を開きました。
　発表者は、昨年10月に南オーストラリア州バードウッド高
校の訪問団を受け入れたホストファミリーや、今年3月に派遣
事業で同校を訪問した町内中高生16人です。
　ホストファミリーの島田さんは、「交流中に楽しいことをいっ
ぱいしました。日本の文化をちょっとでも体験してもらうため
に、時間のあるときは、一緒に折り紙をしました。折り紙は言
葉がなくても見せることができます。」と留学生のホームステ
イを受け入れた体験を振り返りました。
　派遣生は、一人ひとりが現地での体験をテーマ別の発表に
まとめました。「今回の派遣事業をとおして、積極性の大切さ、
コミュニケーションをとることの楽しさを改めて実感しました。
自分の意志を伝える事は難しかったけれど、自分が話そうとす
ると相手もそれを理解しようと努力してくれて、それが伝わり、
会話ができたときはとっても嬉しかった。」など、それぞれの
体験を現地の写真と一緒に紹介しました。
　今後もこの経験を、国際交流や様々な活動に活かしてほしい
と思います。

　7月1日（土）から10日（月）までの10日間、町の姉妹都市の米国アラバマ州モンテバロ市から、留
学生8人と引率者2人の訪問団が来町します。事務局では、留学生のホームステイ先となるホストファ
ミリーを募集します。
　中高生がいる家庭のみなさんにとっては、普段学校で習っている英語を実践する絶好のチャンスです。
また、ご家族のみなさんにとっても、アメリカの生徒たちとのふれあいを通じて、国際感覚を高める良
い機会です。みなさんのお申し込みをお待ちしています。

　
今
回
の
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
5
月
7
日
に
開
か
れ
た
小
学
生
学
年
別
柔
道
大

会
福
井
県
予
選
会
45
㎏
超
級
で
見
事
優
勝
し
た
林
夏
生
さ
ん
で
す
。

　
夏
生
さ
ん
を
取
材
す
る
た
め
訪
れ
た
の
は
、
鯖
江
市
立
中
央
中
学
校
に
併

設
す
る
武
道
場
に
道
場
を
構
え
る
實
心
館
仲
保
道
場
で
す
。
玄
関
を
入
り
階
段
を
上

が
り
始
め
て
す
ぐ
に
私
の
足
を
止
め
さ
せ
た
の
は
、
稽
古
が
始
ま
る
前
の
凛
と
し
た

道
場
の
緊
張
感
で
し
た
。
こ
の
道
場
で
稽
古
に
い
そ
し
む
夏
生
さ
ん
は
4
人
兄
弟
の

末
っ
子
で
、
柔
道
に
打
ち
込
む
3
人
の
お
兄
さ
ん
の
影
響
も
あ
り
保
育
園
の
年
長
か

ら
柔
道
を
始
め
ま
し
た
。

　
柔
道
を
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
保
育
園
の
時
1
回
だ
け
と
話
す
彼
は
、
柔
道

を
続
け
て
き
た
こ
と
で
礼
儀
を
学
べ
、
普
段
の
生
活
に
も
活
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、
お
父
さ
ん
も
近
所
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ
を

は
じ
め
、
あ
た
り
前
の
こ
と
を
あ
た
り
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
夏
生
さ
ん
は
、
柔
道
は
決
し
て
こ
わ
い
も
の
で
は
な
く
、
柔
道
に
打
ち
込
め
ば
打
ち

込
む
ほ
ど
楽
し
い
と
い
う
こ
と
を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
と
話
し
、
3
人
の
お
兄
さ
ん
を

は
じ
め
道
場
の
先
輩
達
の
す
ば
ら
し
い
実
績
を
超
え
る
こ
と
が
目
標
だ
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
夏
生
さ
ん
は
、
8
月
に
北
海
道
で
開
か
れ
る
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
に
出

場
し
ま
す
。
5
月
5
日
に
開
か
れ
た
全
国
少
年
柔
道
大
会（
団
体
戦
）で
実
力
を
発
揮

で
き
た
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
か
っ
た
と
話
す
彼
に
は
、
そ
の
事
を
バ
ネ
に
全
国
の

強
豪
を
相
手
に
同
じ
道
場
の
先
輩
達
を
超
え
る
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

越前町立織田小学校5年

林  夏生さん
（上山中区　柔道）

みつけた！ わが町の
アスリート

Athlete of Our Town

ホームステイの内容
滞在期間　7月1日（土）〜 10日（月）
　　　　　9泊10日（予定）

訪 問 団　留学生（中高生）8人
募集家庭数　最大8家庭
　　　　　（1家庭あたり留学生1~2人）

謝　　礼　留学生1人あたり2万円を
	 お支払いします

申込方法　事務局までご連絡ください
応募締切　6月9日（金）

受入内容
・留学生は、平日は学校などで活動をします
ので、朝・夕食と宿泊の提供をお願いします。
・土曜日、日曜日は、留学生とご一緒にお過
ごしください。
・留学生には一般的な食事・宿泊などの提供
をお願いします。日本人の普段の生活を体
験することを第一の目的としていますので、
特別な接待などは必要ありません。

　
各
区
や
関
係
団
体
で
は
、
防
災
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、防
災
力
を
高
め
る
こ
と
は
、

一
朝
一
夕
に
は
で
き
ず
、
継
続
し
て
取
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
朝
日
地
区
で
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
よ
う
と
地
区

内
の
防
災
士
16
人
で
構
成
す
る
「
朝
日
ぼ
う
さ
い
隊
」
を

結
成
し
、
防
災
の
中
核
的
な
団
体
と
し
て
継
続
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
チ
ラ
シ

の
全
戸
配
布
な
ど
の
防
災
啓
発
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
、各
区
長
や
各
種
団
体
代
表
者
に
よ
る
「
朝
日
地

域
防
災
会
議
」
を
設
立
す
る
こ
と
で
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
防
災
活
動
を
展
開
し
、
朝
日
地
区
の
防
災
力
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
朝
日
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

７
７
７
１

朝
日
ぼ
う
さ
い
隊
発
足　
～
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～

▲防災士のみなさんが意見を出し合いました

　
教
科
書
関
係
者
や
児
童
生
徒
の
保
護
者
は
も
と
よ
り
、
広

く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
教
科
書
を
公
開
し
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

　
町
内
の
小
中
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
を
ご
覧

に
な
り
、
会
場
内
で
ご
意
見
や
ご
感
想
を
記
入
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会　
　
期　
6
月
16
日
㈮
～
7
月
13
日
㈭

時　
　
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
10
時

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
６

平
成
29
年
度
小
中
学
校
教
科
書
展
示
会
の
ご
案
内



越前消防団消防操法大会

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

　例年、大雨による洪水や台風などによって多くの被害が発生しています。水害の被害を減らすためには、
一人ひとりの防災に対する心構えが必要です。水害シーズンを迎える前に対策と備えを確認しましょう。

　今年も町内の消防団員による、消防操法大会が開かれます。団員は災害に強い町を目指し町民のみなさん
の生命・財産を守るため日々訓練に励んでいます。消防団の勇ましく、規律心あふれる姿をぜひご覧ください。

日　時　6月25日（日） 開 会 式　午前7時30分～　　競技開始　午前7時50分～

場　所　鯖江・丹生消防組合消防署　丹生分署（下河原）

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t
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水害に備えよう

◦日ごろから気象情報に注意しましょう

◦避難場所とその経路を確認しておきましょう

◦隣近所との協力方法を決めておきましょう

確認事項 ◦「非常持ち出し袋」を用意して荷物をまとめて
　おきましょう

◦大雨や台風に備えて家の周りを点検しましょう

◦危険な場所には近づかないようにしましょう
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広報 えちぜん19 平成29年６月号 広報 えちぜん 18平成29年６月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせみんな集まれ

平成29年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  4月1日～ 5月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成29年度　越前がにミュージアム空調設備改修工事 厨 17,463,600 ㈱大　生 商工観光課

平成29年度　朝日浄水場 No.1急速ろ過機ろ材交換工事 内　　郡 3,834,000 荏原商事
福井支店 上下水道課

平成29年度　織田地区水道施設機器更新工事 平等、下河原、笈松 2,840,400 ㈱中　西 上下水道課

平成29年度　平等浄水場設備更新工事 平　　等 4,557,600 ㈱大　生 上下水道課

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

http://www.town-echizen.jp/event/detail.php?152
http://www.town-echizen.jp/news/detail.php?149


こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第23回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

被災地に町の賑わいもう一度	 松村　典子
焼き鳥と子等の賑やか満ちている	 武藤　久子川 柳 火の鳥が一度は皆の胸に棲む	 冨田コズヱ

賑やかな母のパワーに支えられ	 渡辺　照子川 柳

場　　　所 通常検査　日時 夜間検査　日時

丹南健康福祉センター（鯖江） （鯖江市水落町）
☎51–0034

毎月第2火曜日
午後1時～ 2時

毎月第4月曜日
午後5時～ 7時

丹南健康福祉センター（武生） （越前市文京）
☎22–4135

毎月第4火曜日
午後1時～ 2時

平成29年度の「健康診査・がん検診」が始まります

6月1日から7日は「HIV（エイズ）検査普及週間」です

　糖尿病や高血圧症、脂質異常症といった生活習慣病やがんは自覚症状がなく進行していきます。
毎年検診を受けて身体の状態を確認し、生活習慣を見直して、病気を予防していきましょう。

　丹南健康福祉センターでは、毎月定例的に HIV（エイズ）検査を行っています。
　費用は無料で、匿名で受けることができますので、お気軽にご利用ください。

◦健康診査・がん検診の対象となる人には、5月中旬に「平成29年度健康診査・がん検診受診券」を送付
しました。受診券、健診の受け方、日程などをご確認ください。

◦人間ドックをご希望の人は、健康保険課に申請書がありますのでお申込みください。

◦受診には、受診券、健康保険証、料金が必要です。

集団健診は予約制です
　健診案内に同封の返信用はがき、電話、
または町ホームページから予約をお願い
します。今月の日程は、「こころとからだ
のカレンダー」をご覧ください。

医療機関で個別に検診が受けられます
　指定医療機関や受診できる検診の内容
などは、健診案内をご覧ください。
　また、予約は、指定医療機関に直接し
てください。（料金は集団検診と同額です）

大腸がん検診
採便容器の配布	 集団健診会場、個別検診指定医療機関、健康保険課、各住民サービス室で受診券、

料金と引き換えに配布します。

採便容器の回収 集団健診会場、健康保険課、各住民サービス室で回収します。

※容器の配布・回収の詳細は、受診券をご覧ください。

健診案内・受診券を送付しました

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

問合せ先　丹南健康福祉センター（鯖江）　☎51‒0034

6月の休館日　5・12・19・26日　　開館時間　午前9時 ～午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　6月のイベント情報

6月の「　　」は「つまみ細工」
（6月18日開催）

陶　と「　　　　」と　花

参加費　800円（材料費込）
講　師　水島結花氏
　ちりめん細工とは、江戸時代から続く技法で布を小さく
切り、つまんで折りたたみ、組み合わせることによって花
びらなどの形を作るものです。今回は髪飾りにもブローチ
にもなる基本のお花を作ります。丁寧に教えてくださるの
で、はじめての人でも安心です。

〜みんなとつながる
　ほっこり		のんびり		楽しい		時間〜

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

　日本でも定着しつつある
「イースター」。誕生・卵を表
すイースターにちなみ、陶芸
村の黄色い建物で「土の卵」
とされる当館のロビーで、新
しい「生命の誕生」、「ご縁の
誕生」、「会社の誕生」、様々な
誕生に寄り添った越前焼を
はじめ、越前漆器、若狭塗
り箸とチョコやコーヒー、お
米などを組み合わせたGIFT
（贈り物）を揃えました。

期　間　開催中〜 6月25日（日）
時　間　午前9時〜午後5時（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村文化交流会館ロビー
入場料　無料

【展示作品はご購入いただけます】

GIFT 展
～イースター物語～

開催中～ 6月30日（金）
陶彩窯　大森正人作品展

　金津創作の森で工房を構え、作品制
作の傍ら、陶芸教室を主宰している大
森正人氏の作品展を開催。やきものの
重厚感とは裏腹に、手に取ってみた時
の軽さや繊細さを感じてください。

広報 えちぜん 20平成29年６月号広報 えちぜん21 平成29年６月号

I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ健康な暮らしのために

http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/06/03/p001925.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/06/03/p003300.html


口触り優しい母の柏餅	 司辻　文子
春祭り鳥も浮かれて空に舞う	 向当みつ子川 柳 燕の番い子育て必死飛び回り	 山内　千代

酒の量度が過ぎ口を滑らせる	 山谷　ゆり川 柳

地域でのボランティア活動のスキルアップのために「越前つるかめ体操」を学びませんか？

日程・内容　事前の申込みが必要です（6月20日（火）締め切り）

場　　所　織田コミュニティセンター　 対 象 者　50～70代の人
定　　員　20人程度 受 講 料　無料
持ち物・服装　飲み物、動きやすい服装
問合せ先　地域包括支援センター　　　　☎34‒8729　　在宅介護支援センターさざんかホール　☎34‒1440
　　　　　海楽園在宅介護支援センター　☎39‒1461　　社会福祉協議会在宅介護支援センター　☎36‒0698

回 開　催　日 時　　　　間 内　　　　　　　容

1 7 月 5 日（水）

午前10時～ 11時30分

今からできる介護予防について

2 7 月12日（水） 「越前つるかめ体操」実技指導
地区サポーター活動・レクリエーション紹介

3 7 月19日（水） 介護予防体操の講座・実践

介護予防サポーター養成講座　受講者募集

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
6 月 4 日㈰ 織田病院 ☎36–1000
6 月11日㈰ 橘医院 ☎36–0015
6 月18日㈰ 両林医院 ☎37–0005
6 月25日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774

♥発達相談会（予約制）
6 月13日㈫ 午後 1 時～ 4 時 朝寿殿

♠3歳児健診
6 月 8 日㈭ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♠離乳食教室・前期（予約制）
6 月 9 日㈮ 午前10時～正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
6 月26日㈪ 午後 1 時30分～ 4 時 役場別館

♦無料法律相談会（予約制）
6 月27日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♦介護おはなし会
6 月22日㈭ 午後 1 時～ 3 時 施設見学（予定）

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
6 月 6 日㈫

午後 1 時～ 4 時

宮崎コミュニティセンター
6 月13日㈫ 社会福祉センター
6 月20日㈫ 越前地域福祉センター
6 月27日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先　♠健康保険課　　　　　　☎34‒8710
 　♥福祉課　　　　　　　　☎34‒8725
 　♦越前町社会福祉協議会　☎34‒2388

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

6 月 1 日㈭
午前 8 時30分～ 9 時30分 宮崎農村環境改善サブセンター ● ● ●

午後 1 時～ 2 時 越前コミュニティセンター ● ●

6 月 4 日㈰
午前 8 時～ 11時 越前町生涯学習センター ● ● ● ●

午前 9 時～ 10時 越前町生涯学習センター ●

6 月 5 日㈪
午後 1 時～ 1 時30分 平等婦人の家 ● ●

午後 2 時30分～ 3 時 西三区集落センター ● ●

6 月13日㈫
午前 8 時30分～ 9 時30分 すいせん研修館 ● ● ●

午後 1 時30分～ 2 時 城ヶ谷地区集会施設 ● ●

6 月16日㈮ 午後 1 時30分～ 2 時 大樟地区集会施設 ● ●

6 月25日㈰ 午前 8 時～ 10時 織田コミュニティセンター ● ● ● ● ●

6 月28日㈬
午前 9 時30分～ 10時30分 越前陶芸村文化交流会館 ● ● ●

午後 1 時30分～ 2 時 佐々生集落生活改善センター ● ●

※肝炎検査・ピロリ検査・前立腺検診もあわせて実施。

♠集団健診日程（予約制）

広報 えちぜん 22平成29年６月号広報 えちぜん23 平成29年６月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために

　探している本が近くの図書館になかったことはありませんか？そんな時は、予約・リクエストサービスをご
利用ください。町内4館では、ホームページで本を検索し、本を取り寄せることができます。

　各館のカウンターにある「予約・リクエストカード」にご記入いただくか、図書館のホームページからお申
込みください。用意ができ次第、ご連絡します。詳しくは、各館でお気軽にお尋ねください。

町内4館で所蔵している 町内4館で所蔵していない

《	リクエスト	》
◦希望の本を購入します。

◦県立図書館などの公共図書館から借受し、近くの
図書館へ届けます。

（ただし、ご要望にお応えできない場合があります）

《	予　　約	》
◦他館にあれば、2 ～ 3日で近くの

図書館へ届けます。

◦他の人に貸出している場合、返却
され次第確保します。

問合せ先　　町立図書館　☎34–0395　　　　越 前 分 館　☎37–7713
　　　　　　宮 崎 分 館　☎32–7712　　　　織 田 分 館　☎36–2288

広報見聞録
　広報担当者が、町の「広報」に関する情報
をみなさんにお届けする広報見聞録。第2回
目は「公式動画チャンネル」です。
　最近では、動画サイト「ユーチューブ」に
動画を投稿することを職業にしている「ユー
チューバー」という人たちもいて、動画を撮
ること、それを全世界に公開することのハー
ドルが低くなったと感じます。
　町では、「ユーチューブ」に公式動画チャン
ネルを作り、いきいき情報局以外にもいきい
き情報局撮影の裏側や各種講演会、テレビ
CMや他社からご提供いただいた町に関する
映像などを公開中です。チャンネル開設から
1年4か月になりますが、現在220本の動画
を全世界に向けて公開中です。
　良かったら、動画のグッドボタンやチャン
ネル登録をお願いします。フェイスブックで
共有も可能です。

問合せ先　総務課　☎34‒8700

▲スマートフォンからは
　QRコードから

▲町ホームページからはページ
　最下部のバナーから

第2回

検　索

読みたい本を探します
図書館だよ

り

▲写真とは違った角度で情報をお届けしています

http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/06/03/p003300.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kodomo/02/01/p001964.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kodomo/02/01/p002316.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/06/05/p002290.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kodomo/02/06/p003916.html
https://www.youtube.com/channel/UC81kYoq_Uxwo4mx6l-qDNMQ/featured
http://lib.town.echizen.fukui.jp/


広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

賑やかに母を囲んで帰省の子	 原　　榮子
新緑と小鳥の声に癒される	 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 24平成29年６月号広報 えちぜん25 平成29年６月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

あ さ が お 保 育 園 6 月13日（火） 34－1110

あ さ ひ 保 育 所 6 月13日（火） 34－0081

朝 日 西 保 育 所 6 月20日（火） 34－5602

朝 日 南 保 育 所 6 月 7 日（水） 34－1614

宮 崎 中 央 保 育 所 6 月 6 日（火） 32－2067

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32－3014

小 曽 原 保 育 所 6 月14日（水） 32－2039

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37－0305

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37－1354

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36－0160

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0251

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0396

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
5
月
15
日
現
在
）

（
5
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（5月1日現在）

　
4
月
28
日
に
行
わ
れ
た
「
日
本
六
古
窯
（
越

前
焼
）
日
本
遺
産
認
定
セ
レ
モ
ニ
ー
」
の
一
コ

マ
で
す
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
越
前
焼
工
業
協
同
組
合

の
吉
田
理
事
長
、
越
前
町
商
工
会
の
新
谷
会
長

や
み
や
ざ
き
伝
統
産
業
文
化
協
会
の
武
藤
会
長

な
ど
関
係
者
の
み
な
さ
ん
が
出
席
し
、
ま
た
島

田
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
の
み

な
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
六
古
窯
関
係
の
市
町
で
一
体
と

な
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
六
古
窯
に
関
す
る
知
識
の
普
及

啓
発
や
観
光
誘
客
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
の
12
月
に
は
、
町
で
日
本
六
古

窯
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
日
本
遺

産
認
定
の
記
念
す
べ
き
年
に
全
国
か
ら
関
係
者

が
集
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
広
報
の
表
紙
の
写
真
は
、
い
つ
も
何
に
し
よ

う
か
悩
み
ま
す
。
今
月
の
よ
う
に
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
が
1
つ
あ
る
と
決
め
や
す
い
の
で
す
が
、
逆

に
、
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
時
は
、
日
の
目
を
み
る
こ

と
な
く
仕
舞
わ
れ
る
写
真
も
結
構
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
写
真
も
も
っ
た
い
な
い
も
の
で
、
何
か

に
使
え
る
と
い
い
の
で
す
が
、
い
い
方
法
は
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

人　口	 22,209人

　男	 10,743人
　女	 11,466人
世帯数	 7,284戸

（前月より49人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中 

孝
久　

可
成
さ
ん
（
95
歳
）

上
川
去 

冨
山　

榮
吉
さ
ん
（
70
歳
）

気
比
庄 

木
下　
　

博
さ
ん
（
84
歳
）

茱　

原 

藤
井　

露
子
さ
ん
（
87
歳
）

小　

倉 

野
村
ト
キ
オ
さ
ん
（
89
歳
）

小
曽
原 

熊
谷
美
代
子
さ
ん
（
75
歳
）

小
曽
原 

上
野　
　

修
さ
ん
（
91
歳
）

小
曽
原 

木
原　

稲
作
さ
ん
（
86
歳
）

上　

野 

黒
田　

は
る
さ
ん
（
95
歳
）

　

寺 

河
合
喜
美
枝
さ
ん
（
97
歳
）

玉　

川 

岩
本
美
矢
子
さ
ん
（
56
歳
）

梅　

浦 

濵
野　
　

彰
さ
ん
（
89
歳
）

梅　

浦 

柿
原
ス
ヱ
ヲ
さ
ん
（
85
歳
）

梅　

浦 

小
道
世
由
貴
子
さ
ん
（
68
歳
）

梅　

浦 

髙
橋　
　

一
さ
ん
（
77
歳
）

　

宿 

枝
中　

京
子
さ
ん
（
85
歳
）

小　

樟 

川
上　

ハ
ル
さ
ん
（

100
歳
）

小　

樟 

山
本
フ
ジ
子
さ
ん
（
86
歳
）

　

厨 

別
司　
　

桂
さ
ん
（
77
歳
）

　

厨 

稲
田
美
英
子
さ
ん
（
74
歳
）

　

厨 

山
本　

昌
治
さ
ん
（
83
歳
）

茂　

原 

濵
本　

明
德
さ
ん
（
83
歳
）

鎌　

坂 

駒
野
多
次
右
ヱ
門
さ
ん
（
88
歳
）

　

中 

相
馬
フ
ミ
ヱ
さ
ん
（
85
歳
）

桜　

谷 

伊
藤
よ

子
さ
ん
（
92
歳
）

打　

越 

永
田
八
治
郎
さ
ん
（
92
歳
）

萩
野
の
里 

大
木
ミ
キ
ヱ
さ
ん
（
73
歳
）

西
ヶ
丘 

寺
下　

和
良
さ
ん
（
33
歳
）

編
集
後
記

西
田
中 

三み

田た

村む
ら

勇ゆ
い

弦と

（
英
昭
、
男
）

朝　

日 

宮み
や

﨑ざ
き　

葵あ
お

都と

（
優
哉
、
男
）

上
川
去 

内う
ち

田だ　

そ
ら
（
真
幸
、
女
）

樫　

津 

武ぶ

藤と
う　
　

暖の
の

（
明
彦
、
女
）

　

中 

上う
え

坂さ
か　

陽ひ

奈な

（
清
斗
、
女
）

三　

崎 

服は
っ

部と
り　

逢あ
い

奈な

（
敬
行
、
女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
48

―
相
木
家
住
宅 

編
3
―

Ｅ
子 
そ
れ
に
し
て
も
私
、茅
葺
き
の
お
家
っ
て
狭
い
の
か

な
～
と
か
、思
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
、入
っ
て

み
る
と
広
く
て
部
屋
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
ね
！

学
Ｋ 

と
こ
ろ
が
！
昭
和
47
年
の
解
体
修
理
の
際
に
見
つ

か
っ
た
柱
の
跡
か
ら
推
測
す
る
と
、
で
き
た
ば
か

り
の
相
木
家
住
宅
は
、
こ
の
よ
う
な
間
取
り
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

今
と
全
然
違
い
ま
す
ね
！
部
屋
は
4
つ
し
か
な
い
。

家
族
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

家
一
軒
あ
た
り
に
住
ん
で
い
る
家
族
の
人
数
は
、

今
よ
り
ず
っ
と
多
い
で
す
よ
。

Ｅ
子 

部
屋
が
足
り
な
さ
そ
う
…
。

学
Ｋ 

現
在
と
部
屋
の
使
い
方
が
全
然
違
い
ま
す
か
ら
。

ま
ず
、個
室
を
持
つ
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

Ｅ
子 

そ
う
な
の
で
す
か
。

学
Ｋ 

当
時
こ
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
人
々
は
、
た
い

て
い
家
族
で
農
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
日

中
は
田
畑
で
働
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
も
そ
の

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
ね
。
家
の
中
に
い
る
と
き

も
、土
間
で
作
業
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

 

囲
炉
裏
の
あ
る
土
座
は
、
食
事
を
す
る
場
所
で
あ

り
家
族
の
団
ら
ん
の
場
所
で
す
。寝
る
と
き
は
、「
か

み
な
か
ま
」
か「
し
も
な
か
ま
」
で
し
ょ
う
。
注
目

し
て
ほ
し
い
の
は
、右
上
の「
上
段
の
間
」で
す
。

Ｅ
子 

他
の
部
屋
に
く
ら
べ
て
す
ご
く
狭
い
で
す
ね
。

学
Ｋ 

確
か
に
狭
い
部
屋
で
す
。
し
か
し
今
ま
で
の
調
査

で
、
こ
の
部
屋
が
仏
間
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

え
っ
こ
ん
な
昔
か
ら
仏
間
っ
て
あ
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｋ 

そ
う
で
す
。小
さ
な
部
屋
で
す
が
、特
別
な
用
途
の

部
屋
だ
っ
た
の
で
す
よ
。
こ
の
部
屋
が
用
意
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
、
仏
教
が
一
般
の
人
々
の
生
活
に

浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Ｅ
子 

す
ご
い
で
す
ね
～
。と
こ
ろ
で
私
、重
要
な
こ
と
に

気
が
つ
い
た
の
で
す
け
ど
…
。

学
Ｋ 
な
ん
で
す
か
？

Ｅ
子 
こ
の
当
初
の
間
取
り
だ
と
、
ト
イ
レ
と
お
風
呂
が

あ
り
ま
せ
ん
よ
？

学
Ｋ 

…
そ
う
で
す
ね
。
現
代
の
家
は
両
方
と
も
あ
り
ま

す
ね
。

 

ま
ず
ト
イ
レ
で
す
が
、
た
い
て
い
敷
地
内
の
片
隅

に
独
立
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
水

洗
で
は
な
く
く
み
取
り
式
で
、
糞
尿
は
肥
溜
め
な

ど
に
集
め
ら
れ
て
田
畑
の
肥
料
に
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
子 

な
、な
る
ほ
ど
。

学
Ｋ 

そ
れ
か
ら
お
風
呂
で
す
が
。

Ｅ
子 

農
作
業
で
汗
を
か
く
の
で
重
要
な
と
こ
ろ
で
す
よ

ね
！

学
Ｋ 

え
ー
と
が
っ
か
り
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
今
私
た

ち
が
入
っ
て
い
る
よ
う
な
お
風
呂
は
、
当
時
あ
り

ま
せ
ん
！

Ｅ
子 

…
で
は
、ど
う
し
て
い
た
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

た
ら
い
で
行
水
で
す
ね
！
川
も
あ
り
ま
す
し
！

Ｅ
子 

そ
、そ
ん
な
～
。

※
登
場
す
る
文
化
財
の
名
称
は
、
文
化
庁
の
指
定
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
相
木
家
住
宅
は
公
開
休
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学芸員K

Ｅ子

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51－0101

6月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！

越前健康チャレンジで健康づくり！
【6月3日㈯～6月16日㈮】

2017全国田んぼアートサミット in 越前町
【6月17日㈯～6月30日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

当初間取り予想図
出典：『重要文化財相木家住宅修理工事報告書』

■ 「特別番組　丹生郡市町学校音楽会」
6月25日㈰、27日㈫、29日㈭

■ 「丹南のお店情報　みせばん」
道の駅　パークイン丹生ヶ丘
6月17日㈯～23日㈮

■ 「丹南ふれあい百景　おたっしゃ珍道中」
日本遺産認定！田吾作恋する越前焼の巻
6月17日㈯～23日㈮

http://www.town.echizen.fukui.jp/chousei/09/01/p005068.html
https://www.youtube.com/channel/UC81kYoq_Uxwo4mx6l-qDNMQ/featured
http://machiiro.town/lp/fukui_echizen_town
http://machiiro.town/


 
6
月
は

『
土
砂
災
害
防
止
月
間
』

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
と
き
に
は
、﹁
前
兆
現
象
﹂
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
前
兆
現
象
に
気
付
い

た
と
き
に
は
、
役
場
や
周
囲
の
人
に
連
絡
し
、
い
ち
早
く
安
全
な
場
所
へ
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
は
予
測
の
難
し
い
災
害
で
す
が
、
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に

土
砂
災
害
の
特
徴
と

前
兆
現
象

特
徴

　
急
な
斜
面
が
雨
水
の
浸
透
や
地
震
な

ど
に
よ
っ
て
緩
み
、
突
然
崩
れ
落
ち
る

現
象
で
す
。
突
発
的
に
起
こ
り
、
崩
れ

落
ち
る
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
た
め
、
人
家

の
近
く
で
起
き
る
と
逃
げ
遅
れ
る
人
も

多
く
、
死
者
が
出
る
割
合
も
高
く
な
り

ま
す
。住

ん
で
い
る
場
所
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
か

ど
う
か
確
認
す
る
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
確
認
が
で
き
ま
す
。
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
や
避

難
場
所
を
地
図
上
に
示
し
た
も
の
で
す
。
平
常

時
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
雨
量
の
情
報
に
注
意

す
る
。

　

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
時
に
は
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表

さ
れ
ま
す
。
雨
が
降
り
出
し
た
ら
、
雨
雲
の
動
き

や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
福

井
県
砂
防
防
災
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
福
井
県 

河

川
・
砂
防
総
合
情
報
」（http://am

e.pref.fukui.
jp/

）
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
気
象
情

報
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ

の
デ
ー
タ
放
送
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る
。

　
が
け
下
や
渓
流
沿
い
な
ど
に
お
住
ま
い
の
人

は
、
大
雨
の
際
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表

さ
れ
た
際
に
は
、
早
め
に
近
く
の
避
難
所
な
ど

の
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
豪
雨
な
ど
で
避
難
所
へ
の
避
難
が
困

難
な
時
は
、
近
く
の
頑
丈
な
建
物
の
2
階
以
上

の
階
に
避
難
を
し
た
り
、
困
難
な
時
は
、
家
の

2
階
な
ど
少
し
で
も
安
全
な
場
所
に
移
動
し
ま

し
ょ
う
。

自然災害に対しては日頃からの備えがとても重要です
　いざという時のために自宅周辺の危険箇所や避難施設の位置を確認し、家族で避難時の
行動や連絡先を話し合っておくなど、日頃からの備えをしておきましょう。

問合せ先　防災安全課　☎34‒8721

特
徴

　

長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
っ
て
、山
や
谷（
渓
流
）の

土
砂
が
一
気
に
下
流
へ
流
れ

る
現
象
で
す
。
時
速
40
～
50

キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
家
や
道

路
な
ど
を
破
壊
し
ま
す
。

主
な
前
兆
現
象

主
な
前
兆
現
象

が
け
崩
れ台

風
や
大
雨
に

備
え
て

土
石
流

豪
雨
に
な
る

前
に

・がけから急に
水が湧き出る

・山鳴りがする

・がけから小石が
　パラパラ落ちてくる

・川の水が濁り、水
と一緒に倒れた
木が流れてくる

・地鳴りがする
・がけの上の木が揺れ

たり、 傾いたりする

特
徴

　
ゆ
る
や
か
な
斜
面
に
雨
水
な
ど

が
し
み
込
み
、
そ
の
影
響
で
地
面

が
広
い
範
囲
に
わ
た
り
ゆ
っ
く
り

と
動
き
出
す
現
象
で
す
。

主
な
前
兆
現
象

地
す
べ
り

雨
が

降
り
始
め
た
ら

・地面にひび割れ
や段差ができる

・がけや斜面から
水が噴き出る

・池の水や井戸水
が濁る

・雨が降り続いて
いるのに川の水
が減る

・山全体がうなっているよ
うな音がしたり、地震の
ように震えたり、異常な
においがする

1

2

3

イラスト資料提供：NPO法人土砂災害防止広報センター

June is "Sedim
ent D

isaster Prevention M
onth"

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
、
雨
の
多
い
季
節
に
な

り
ま
す
。
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
、
土
石
流
な

ど
の
土
砂
災
害
は
、
雨
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

発
生
し
ま
す
。
土
砂
災
害
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、

災
害
に
備
え
て
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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おでこま♪
地域おこし協力隊

こまさんの
～おでかけこまさん～
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

地域のみなさんにも温かく見守られて元気いっぱいの子ども達です。みなさん遊びにきてね！

第2回目の「おでこま♪」は、越前町の“夏”を先取りしてお知らせしちゃいま
す♡なんと、今年の「越前夏まつり」はわたしが副企画委員長をしています！企
画委員会は今年の1月から始まり、テーマやポスター、Tシャツにスケジュール
と盛りだくさんの内容をみんなで頑張って考えたので、
ぜひ注目してみてください♪

今年は、昨年より更にグレードU Pした
13,000発！今年のテーマ“天海の煌めき”
をイメージした、他では見たことがない
ドキ2企画も。当日のお楽しみです♡

今年の T シャツの色は、メトロブルー
とバーガンディー。浮世絵をイメージし
たデザインとの配色は本当にみんなでこ
だわりました。バーガンディーはピンク
コーデでかわいく、メトロブルーはスト
ライプのスカートで爽やかにコーデすれ
ば今年のトレンド♡ちびっ子のみんなも
一緒に着てね。

スキューバ界では、日本で3本の指に
入るともいわれる「越前ブルーの海」。
越前のダイビングは、ビーチからエン
トリーできるから初心者でも安心。わ
たしも体験しましたが、ボンベが重く
て倒れそうになったけど、越前ブルー
の海の中を潜ると人魚姫になった気
分に♡。先生も楽しくやさしーく教え
てくれちゃいます。

～宮崎中央保育所～

act.2  越前町の“夏”

すくすく通信 No.2

【越前夏まつり花火】

【越前夏まつりTシャツ】

【スキューバダイビング】

子ども一人ひとりの「やってみたい」を大切に生活や遊びの環境づくり
～遊ぶの大好き！友達大好き！保育所大好き！～

生きる力を育む

花びらをすりつぶして
ジュースをつくるの！

感謝の心・礼儀

緊張するけど
楽しいお茶会

友達と力を合わせて
大作づくりに夢中構成力・集中力

健康な身体

思いやり・自信

運動遊びやサーキット
みんなで挑戦！

異年齢で
仲良く戸外活動

興味・関心・創造力

http://www.town.echizen.fukui.jp/chousei/05/01/01/index.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/mobile/
http://www.town.echizen.fukui.jp/index.html
https://www.youtube.com/channel/UC81kYoq_Uxwo4mx6l-qDNMQ/featured
http://www.town-echizen.jp/event/detail.php?95
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